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1. はじめに 

 舞鶴若狭自動車道若狭工事 1) は，福井県若狭町の 4 地区（気山地区，鳥浜地区，向笠地区，三田地区）に 9 箇所

の載荷盛土を施工する工事であり，その内の 3 箇所の載荷盛土に軟弱地盤対策として真空圧密工法が適用されてい

る 2) ．特に向笠地区で真空圧密工法を実施した鳥浜②載荷盛土は，沈下量が 10m を超える超軟弱地盤上での施工で

あった．本研究では，この向笠地区で実施した真空圧密工法に対して，2 次元の土-水連成 FEM 再現解析を実施し，

動態観測結果との比較を行った事例について紹介する． 

2. 解析対象位置および解析条件 

 向笠地区（写真-1参照）では 3 箇所の載荷盛土が施工されており，真空圧密工法は敦賀側の鳥浜②載荷盛土で採

用されている．この載荷盛土位置の地盤は，図-1 に示したように非常に軟弱な粘性土および腐植土（N 値 0～1 程

度）が G.L.-40m 付近まで厚く堆積しているため，プラスチックボードドレーン（1.2m×1.2m 正方配置）が G.L.-34m
まで打設されていた．しかし，その後の検討

から工程に余裕がないことが判明したため

真空圧密工法を追加採用しており，真空圧密

用ドレーンを砂層（As3 層）の上部 G.L.-16
～-20m 付近まで追加で打設している 2)．図-2

は，解析に用いたメッシュ図である．地盤部

分のメッシュは，ボーリング調査結果とプラ

スチックボードドレーン打設時のオシログ

ラフ分析結果から設定 3) しており，盛土部分

のメッシュは，盛土施工厚まで盛土形状を引

き伸ばすことで 10m を超える大規模な沈下

の影響を考慮した．施工履歴は，1 層 30cm
の敷均し・転圧に合わせて盛土要素を追加す

ることで表現している．表-1は，解析に用い

た材料パラメータである．材料パラメータは

室内試験結果を基に設定 4) しており，盛土お

よび砂礫層は線形弾性モデル，粘性土および

腐植土は特異点 5) の影響を考慮して

Expanded 関口･太田モデル 6) を用いた．真空
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図-2 解析に用いたメッシュ図（向笠地区：鳥浜②載荷盛土） 
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写真-1 向笠地区における載荷盛土 

図-1 向笠地区における地質想定縦断面図と解析対象位置 
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圧密工法による改良領域は，拡張マクロ･エレメント法 7) を用いてモデル化している．なお，設計では真空圧密用

ドレーンが打設されていない砂層（As3 層）より下の地盤は，真空圧が作用しないと仮定していたが，動態観測よ

り深部の地盤（G.L.-30m 付近）においても-50kPa 程度の負圧が確認されていることから，解析では地盤深部のプラ

スチックボードドレーンに対しても真空圧を一律に載荷している． 

3. 解析結果と動態観測結果の比較 

図-3 は，地表面沈下計，層別沈下計，間隙水圧計および地中変位計による動態観測結果と FEM 解析結果を比較

した図である．図中のプロットが動態観測結果，赤ラインが FEM 解析結果である．これらの図を見ると，沈下量，

過剰間隙水圧および水平変位量の解析結果は，動態観測結果と非常によく一致しており，実施した FEM 解析が非

常に高い精度で現場を再現できていることがわかる． 

4. まとめ 

本研究では，舞鶴若狭自動車道若狭工事において，真空圧密工法を実施した向笠地区の鳥浜②載荷盛土に対して

FEM 解析を実施し，動態観測結果の比較を行った事例について紹介した．解析結果は，動態観測による変形量や間

隙水圧を高い精度で再現できており，FEM 解析で設定した地盤や真空圧密のモデル等の有効性が確認できた． 
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図-3 FEM 解析結果と動態観測結果の比較 

表-1 FEM 解析に用いた材料パラメータ一覧 
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